


























































































































































なるということである。例えば、ベートーヴェン作曲《ピアノ・ソナタ第 18 番》Op.31-3 第 1 楽章冒






【譜例 2　ベートーヴェン《ピアノ・ソナタ第 18 番》Op.31-3 第 1 楽章第 1～ 2小節（左）と、ベートーヴェン《ピ


















































































































小節アウフタクト～第 3小節 1拍目が計 10 拍あるのに対し、第 3小節 2拍目～第 4小節 3拍目は計 6
拍しかないのである。それによって、この 1フレーズ内の重心は前者に傾き、必然的に人々の感情は前





























































・ 第 2 小節 2拍目＝弱拍に和声変化が起きていること
・ 第 7 ～ 8 小節に見られる旋律と和声の関連性
・ 中間部における転調技法

































































【譜例 4　同じ旋律に異なる和声が付された楽曲例　モーツァルト《ピアノ・ソナタ》KV.576 第 2 楽章第 1小節（上
段左）・第 13 小節（上段右）及び、ドビュッシー《前奏曲集第 1巻》より第 8曲《亜麻色の髪の乙女》第 1小節（下
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